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「トビタテ！留学JAPAN」
令和5年度から第２ステージを開始

文部科学省総合教育政策局国際教育課

お 知 ら せ

　官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学 JAPAN

日本代表プログラム～は、日本再興戦略 (平成25年６月

14日閣議決定) や教育振興基本計画 (平成30年６月15

日閣議決定) に掲げられた、日本人高校生の海外留学

生数を６万人にするという目標の達成に向けて、グロー

バル人材の育成のために民間企業からの寄附金によっ

て、官民が協力して運営してきたものです。

　この度、コロナ禍で大きく落ち込んだ海外留学の機

運を再び醸成し、若者の海外留学の促進に向けて新た

なビジョンを掲げ、令和5年度から令和9年度までの5年

間、官民協働オールジャパンで、トビタテ第 2 ステージ

を実施することになりました。第 2 ステージにおいては、

「日本代表プログラム」 の後継事業として、「新・日本

代表プログラム」を実施します。

　もともと文部科学省及び独立行政法人日本学生支援

機構では、意欲と能力ある全ての日本の若者が、海外

留学に自ら一歩を踏み出す機運を醸成することを目的と

して、平成25年度から「トビタテ！留学 JAPAN」（以

下、「トビタテ」）を推進し、その取り組みの一つとして

令和2年までの７年間で約１万人の高校生、大学生を「ト

ビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」の派遣留学

生として採用し、幅広い国・地域への留学を支援してき

ました。

　第2ステージでは、より若い時期からの海外経験を将

来の留学につなげるため、高等学校段階からの留学機

運醸成・支援をさらに強化しております。

● はじめに

●トビタテ第 2 ステージのビジョンと取り組む三事業の概要

　トビタテ第 2 ステージのビジョンと取り組む三事業の

概要について説明します。次の図をご覧下さい。

トビタテ 第 2 ス テ ー ジ の ビ ジョン に つ い て は、

Challenge, Connect, Co-create を掲げています。

　Challenge（チャレンジ）: 若者の海外への挑戦を

オールジャパンで応援する。

　Connect（コネクト）: トビタテ生同士を繋げ、多様

な若者が繋がるコミュニティを形成する。トビタテ生が

海外のネットワークと繋がる。トビタテコミュニティと志

を同じくするステークホルダーを繋げる。

  Co-create（コークリエート）: 協働して次期事業を

作り上げ、留学機運を再醸成する。協働プロジェクトを

創出し、社会に創造と変革を起こす。価値イノベーショ

ン人材のロールモデルを輩出する。

　また、トビタテ第 2 ステージでは、新・日本代表プロ

グラム、留学プラットフォーム、価値イノベーション人材

ネットワークの３事業を実施します。３事業の概要は次

のとおりです。

① 新・日本代表プログラム：日本の未来を創るグローバ

ルリーダー像と留学を通じた人材育成をアップデート
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する。高校では「社会（地域）にイノベーションを

起こしていくグローバルリーダー」 の輩出、高等学

校段階からグローバル人材育成に取り組む留学モデ

ル拠点地域を全国に構築する。

② 留学プラットフォーム：産業界、自治体、学校等によ

る既存の留学支援の取り組みを可視化するほか、留

学奨学金制度や留学プログラム、留学啓発機会に全

国のより多くの主体（特に自治体、高校、大学）が

積極的に取り組む状態を目指す。

③ 価値イノベーション人材ネットワーク：トビタテコミュ

ニティの更なる活性化と国内外の多様なステークホ

ルダーとの協働の促進を図り、価値イノベーション人

材の輩出を目指す。

　以下は、10月12日に募集要項を公開した「新・日本

代表プログラム」についての解説です。

　「新・日本代表プログラム」は、平成26年度より実施

してきた「日本代表プログラム」の基本理念やコミュニ

ティを受け継ぎつつ、より発展的に進化した事業として、

将来、「社会（地域）にイノベーションを起こすグロー

バル探究リーダー」（高校生等）や「自ら社会にイノベ

―ションを起こしていくグローバルリーダー」（大学生

等）として日本の未来を創る人材を育成する新たなプ

ログラムです。

　「日本代表プログラム」の高校生コースは、平成27年

から令和2年にかけて 3,389名の高校生を採用し、留学

した高校生は、幅広い国・地域への留学経験を日本社

会に還元しており、以下に示したような内容となってい

ます。
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　高校生等を対象とするプログラムでは、我が国の高等

学校、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部、

高等専門学校（1～3年次）、専修学校高等課程に在籍

する日本人生徒等に対し、諸外国への留学に必要な費

用の一部を奨学金・留学準備金として支給します。

●「新・日本代表プログラム」高校生等を対象としたコース（第8期）
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募集コース及び募集人数
　募集コースは、マイ探究コース、社会探究コース、ス

ポーツ・芸術探究コースの３つのコースを設けています。

国境を越えた探究活動を通じて得たものを社会に還元

し、将来「社会にイノベーションを起こすグローバル探

究リーダー」となる人材を輩出すると共に、「探究型留

学」という新たな留学モデルの創出を行います。

■マイ探究コース
　自らの興味・関心を基に考え出したテーマを海外で探

究する留学コースです。好きなこと、得意なこと、挑戦

してみたいことなど、自らの興味・関心や自分の中にあ

る問題意識を起点として考えた自由なテーマや課題を設

定し、多様な人々との異文化交流を通して、問題解決

や社会貢献につながる探究活動に取り組む留学を支援

します。定員は360名です。

■社会探究コース
　社会問題解決や社会貢献につながるテーマを海外で

探究する留学コースです。Society5.0 や SDGs を踏

まえ、世界・日本・地域が抱える社会課題を自分ごとと

して考え、「自分自身」の立場からできること・できそう

なこと・すでに取り組んでいる活動を活かし、自由な発

想と創造力をもって課題解決や活性化、社会貢献につ

ながる探究活動に取り組む留学を支援します。定員は

200名です。

■スポーツ・芸術探究コース
　所属する部活動または学校外活動を活かしスポーツ・

芸術への貢献等につながるテーマを海外で探究する留

学コースです。自身が所属する部活動や学校外の活動

を活かし、海外の指導者の下で競技力や表現力のレベ

ルアップを目指すとともに、スポーツ・芸術活動を通じ

た課題解決や社会貢献につながる探究活動に取り組む

留学を支援します。定員は140名です。

◆地域応援枠について

　高校生等の留学においては、都道府県ごとの海外留

学生数に地域差があり、身近に海外留学経験者がいな

いなどの課題があります。そのような状況を解決するた

め、海外留学を経験したロールモデルが全国各地に必

ずいる状態を創出していくことを目的に、「地域応援枠」

を新設します。20 名以上応募のあった都道府県を対象

に上位 5 名を優先して採用します。

◆ STEAM 枠について

　 マイ探 究 コース、社 会 探 究 コースの3割 程 度 を

STEAM枠として採用予定です。

　STEAM（Science, Technology, Engineering, 

Arts, Mathematics）とは、科学・技術・工学・芸術（文

化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範

囲で A を定義）・数学の 5 つの英単語の頭文字を組み

合わせた言葉で、理系的な発想をベースにしつつ芸術

的な創造性も高める教育手法です。

　AI や IoT などの急速な技術の進展により社会が激し

く変化し、多様な課題が生じている今日、文系・理系と

いった枠にとらわれず、各教科等の学びを基盤としつつ、

様々な情報を活用しながらそれを統合し、課題の発見・

解決や社会的な価値の創造に結び付けていく資質・能

力の育成が求められており、トビタテにおいても別枠で

審査を行います。

申請について

　在籍生徒が在籍高等学校等担当者を通じて独立行政

法人日本学生支援機構へオンラインにて申請します。在

籍校からの申請期間は、令和5年2月（予定）～令和5年

2月24日（金）17時です。

留学期間

　14日以上～ 1 年間となります。令和5年7月10日（月）

～令和6年3月31日（日）が留学開始時期です。
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支援内容

　支援する月額奨学金は、120,000円または 160,000

円（留学先地域による）です。

　月額奨学金に加えて留学準備金が支払われます。アジ

ア地域は 150,000円、その他の地域は 250,000円です。

　月額奨学金は家計基準を超える場合、60,000円とな

ります。

　なお、授業料は月額奨学金に含まれ、新型コロナウイ

ルス感染症等の各種検査費用は留学準備金に含まれま

す。

　ここからは、令和 5 年度に派遣留学生をコンソーシア

ム（協議会）が募集する予定の拠点形成支援事業につ

いて説明します。

　拠点形成支援事業とは、高等学校段階からグローバ

ル人材育成に取り組む留学モデル拠点地域を全国に作

る事業で令和 5 年度～令和 6 年度にかけて、全国から

12 地域を採択予定です。令和 5 年度は 4 ～ 6 地域、

令和 6 年度は 6 ～ 8 地域の採択を予定しています。採

● コンソーシアム（協議会）実施拠点形成支援事業

択初年度を含む 3 年間を支援し、生徒等の海外派遣は

2 年を予定しています。

　拠点地域では、各地域を支援する企業・経済団体、

地方公共団体（都道府県及び市町村）、高等学校等、

高等専門学校、大学等、その他高等学校段階からのグ

ローバル人材の育成に関心を持つ団体等によりコンソー

シアム（協議会）を構成して事業を実施し、将来的に

持続性のある事業の構築を目指します。
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　コースはマイ探究コース、社会探究コース、スポーツ・

芸術探究コースに加え、地域が独自に設定する地域探究

コースを設けます。

　事業立ち上げを目的として、採択初年度からトビタテ

事務局が、運営経費について2分の1支援します。また、

募集から派遣までのプログラム運営は、プロジェクトアド

バイザーを中心としたチーム（トビタテ生含む）でトビタ

テ事務局が伴走支援します。

　事業全体の統括・運営を担う事務局は都道府県に設

置いただき、派遣留学生への奨学金に充てる資金として、

原則10社以上の企業等からの寄附金により毎年度 500

万以上の確保をお願いしております。合わせて次の図を

ご確認ください。

　拠点形成支援事業の地域の公募に関する情報等は、

改めて公開する予定です。

連絡先
募集要項、説明会等の詳細は、トビタテ公式ホームペー

ジ内、特設ページをご覧下さい。

※トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム

　高校生等対象　ホームページ

https://tobitate.mext.go.jp/

newprogram/hs

また、連絡先は次のとおりです。

トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム事務局

独立行政法人日本学生支援機構　

グローバル人材育成部　グローバル人材育成企画課

【 電　話 】03-5253-4111（内線 4940）　　　　

【対応時間】平日 09:30 ～ 18:15

【問い合わせ専用フォーム 】

https://reg31.

smp.ne.jp/regist/

is?SMPFORM=mema-

lgmhkd-2041370b151343c

497a32b3eb54cf539  

  

トビタテ第2ステージにおいても、引き続きオールジャパ

ンで若者の留学を応援し、日本のグローバル人材育成を

さらに力強く推進してまいります。皆さんからの応募を

お待ちしております。
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